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～いつまでも素敵な笑顔でいて欲しいから～ 

医療法人社団 芙蓉会  理事長 四ケ所 大 

謹んで新年のお慶びを申し上げます。また、昨年一年間、当法人の運営に温

かなご理解とご協力を賜りましたこと、深く感謝申し上げます。 

昨年は、米の価格高騰に、クマ被害の深刻化。大阪万博の開催は、予想以上

に賑わったのが印象的でした。スポーツ界では、長嶋茂雄・読売巨人軍終身名

誉監督の訃報に、落胆しましたが、メジャーリーグ・ドジャースの大谷選手の

活躍には常に驚かされ、１１月のワールドシリーズにおける山本選手の熱投

は、恐らく何年も語り継がれる事になるでしょう。このように、長く第一線を

支えてきた方たちの世代交代が、時代の流れの中で「支える力」と「つなぐ

力」の大切さが改めて示された一年でした。私たちの仕事もまた、日々積み重

ねる支援の中に小さな感動があり、それを丁寧に繋いでいく営みだと感じてい

ます。 

一方、医療・介護の現場では、制度改正や人材不足など、厳しい環境が続い

ております。特に高齢化が一段と進む中で、ご家族の負担もこれまで以上に大

きくなっています。「自宅での生活を続けたい」「できる限り穏やかな毎日を過

ごしてほしい」ご家族の思いはそれぞれですが、その根底にあるのは“安心し

て預けたい”という切実な願いです。私たちはその思いに寄り添い、医療と介

護が密に連携しながら、利用者さま一人ひとりに最適なケアを届けられるよ

う、これからも努めてまいります。 

 今年は、法人としても改めて「当たり前のことを誠実に行う」姿勢を大切に

していく一年にしたいと考えています。利用者さまが今日も笑顔で過ごせるこ

と、ご家族が“ここに任せて良かった”と心から思えること、その積み重ねこ

そが法人の信頼を支える土台です。時代が変わり、制度が変わっても、人に寄

り添う姿勢は決して揺らいではなりません。私たち職員一同は、今年も皆さま

の毎日を支える「小さな力」になれるよう、丁寧なケアと温かな関わりを続け

てまいります。 

 本年が、皆さまにとって穏やかで実り多い一年となりますことを、心よりお

祈り申し上げます。本年もどうぞよろしくお願いいたします 

 

新年のご挨拶 



12
月
生
ま
れ
の
方
の 

お
祝
い
を
し
ま
し
た 

 

先生にご用意いただいだ歌詞を見て、

ドイツ語で第九を歌いました。 

12月８日にフラワーアレンジメントを行いました。鮮やかな

花をテーブルに並べ、お好きな花を手に取り「綺麗、いい匂い」

と歓声が上がりました。男性のご入居者も「花を活けた事なんて

ないよ」と少し照れながらも職員と一緒に楽しまれていました。 

アレンジメントした花は皆様お部屋に持ち帰られ、面会にいら

したお嬢様にプレゼントしたりお水をあげたり。目で見て楽しん

で花の香りに癒され、「また是非やりたいわ」と大好評のイベン

トとなりました。 

皆様の個性が発揮され素晴らしい作品が 

完成し、楽しく華やかな一日となりました。 
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12月 25日 毎年恒例のクリスマス会を開催しました。今回のクリスマスは折り紙で製作したスタッフ

手作りのツリーを居室の表札の前に飾り、ご入居者とスタッフが一緒にオーナメント作りをする事よりス

タートしました。 

当日はクリスマス一色の館内。ピアノの生演奏でクリスマスソングが流れる中、ツリーやプレゼント、

トナカイの着ぐるみを着たスタッフが登場。ご入居者が乾杯の音頭をとられ、いよいよサプライズゲスト

(ミオスタッフ)がフラメンコの衣装を身にまとい、扇子を持って登場しました。フラメンコの華麗な舞が

始まると手をたたいたり、声をあげたりと大変な盛り上がりの中、ご入居者からの一輪のバラの花のプレ

ゼントで一段と盛り上がりました。その後、クリスマスケーキを召し上がっているとサンタクロースが登

場し、お一人おひとりにプレゼントをお配りしました。最後に施設長からご挨拶があり、ご入居者とスタ

ッフで「メリークリスマス」と唱和し、今年最後のイベントが終わりました。各階のスタッフルームカウ

ンターのアルバムにお写真がありますので、ご来館の際にはぜひご覧ください。2026年も楽しいイベン

トを考えてまいりますので、お楽しみに…なさってください。 
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